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徳山地方の三郡本山変成岩類の地質及び岩石についてee

岡 村 義 彦

　1　ま　え　が　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）・
　山口県徳山市を中心として都濃郡・玖珂郡・佐波郡にかけて広く，三郡（本山）変成

岩類に属する結晶片岩類が分布している。その分布の大要は，7万5千分ノ1地質図癌徳山

により明らかである。本地域についてはこれまでに，前記’1・倉勉：地質図．届徳山，同説明

書及び小沢儀明（1929）のこれに対する解釈がある。最近，小昂業児その他により須万・河

山地域（1947）・（1950）についての発表が行われ，この地域変成岩類の地質購造及び岩石

学的性質について割期的な研究がなされている。

　筆者は1946年以後この方面の調査を行つてきたが，本稿においては，この地域の三郡変

成岩類のうち西孚部の地質・構造および岩石学的特性について概要を報告する。

　広島大学小島教授には卒業論文でこの研究に着手以来，野外調査に，室内の研究におい

てたえす御懇切に指導していただいた。厚く感謝する次第である。

　本研究の調査費の一部は文部省科学研究費によつて行つたものである。

　］［地　質　一　般

　結晶片岩類は泥質岩起源の黒色片岩（black－schist）・砂質岩起源の砂岩片岩（sandy

schist）・チヤート起源の石英片岩（quartz　－schist）及び塩基1生貫入岩起源の緑色片岩

よりなる。

　その分布は地質図にみられるごとく，東は末武川構造線をもつて領家帯変成岩類に接し，

南部及び西部は白璽尼中国花嵩類に貫入されている。これと同じ花嵩岩類は須々万より長

穂にかけて舌状に・島地付近にもその露出がみられる。北方では流紋砦類の貫入をうけ一

部は断暦を以て古生暦に接している。

　富田付近には石英閃緑岩体があり，これを貫いて安山岩が噴出している。

　花嵩岩類は一般に風化浸蝕を受けることがほかの岩相に比して大きく，そのために地形

的には花嵩岩地域に老年期的地形或は盆地状をなし，結晶片岩類等よりなる地域は壮年期

的地形を呈する。

　結晶片岩の片理面が原岩の成層面と一致していることは，野外の諸関係や顕微鏡下でも

たしかめられるので，5万分ノ1の精度で，原岩種別による地質図を作成した。

ee　広島大学理学部地学教室研究業績第28号

1）・五万分ノー地形図、徳山・鹿野・防府・長門挾参照
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　結晶片岩黒色片岩は最も広い分布を占めている。他の岩層に比し非常にincompetent

なので暦問に摺曲が多く，層厚も，層のうE一向・傾斜も非常に変化に富んでいる。東方の栄

谷附近ではとくに著しく，西方の地域のものは比較的下溜である。しばしば成層面を切つて

slip－Planeが発達し片理面とみあやまりやすい。

　砂岩片岩　は東部において二層あり，一ノ井手より北東に走る衝上性の断層にょりくい

違いを生じている。下部（東剛のものは300m内外，上部（西側）のものは100m内外の厚

さで一ノ井手より長穂の花嵩岩に切られるまで，走向はNE－NW－・一　NNEと大きく屈曲

し・傾斜70°～40°Wで南北にのびている。西部では和田村仕手之木一林に室るあいだと島地

村畑一一一　14石岳に至るあいだに二層と三層あつてほぼ東西方向に40°～60°Sに傾斜し約4km

にわたつて続いている。爾端はいすれも断層によつて切られ，付近にその連続をみいだし

えない。正確な厚さは求められないが，南方のものは約1000m近くにも及び，北方のもの

は200m内外である。東方のものと西方のものとは全体の構造からおして，同一層位に対

比できるものと思う。

　砂岩片岩の片理面は比較的下溜で部分的に黒色片岩の薄暦をはさむことがある。

　戸田の甫方，川曲の西方にLk較的厚いレンズ状の砂岩片岩がみられる。

　石英片岩　は黒色片岩中に局部的に函数m～10数hYの癬になつているが，長くは連耗し

ない。栄谷・富海の東方海岸近く及び麻生に比較的大きい履がみられる。

　緑箏片岩　では徳山市西方中山付近のものは塊状をなし，中央部を甫北方向の断層で切

断されている。川曲・中野・大崩附近のものはアミーバ状の形を呈し，」‘L較的大きな岩体

をなしている。その他レンズ状まナニはsheet状の薄暦が多数はさまれていて，いすれも

片理面は黒色片岩の片理面と一致している。

　これらの形状はいすれも河山付近（小島す児，1950）におけると同様明らかに貫入砦体

を思わせる。その他凝灰岩起源と思われる，淡維色で剥暫性に富んだ維色片色の薄層がみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
られるが，いすれも局部的で地層とじての連続性はない。

　古生層鹿野町よb東方のものは，本地域より玖珂郡北一帯にかけて広く分布するもの

の一部であり，串村北方，千石岳付近にも小さい露出がみられる。これらはしずれも大田

暦群相当層であつて，岩質は多少変成を受けた硬砂岩で，塊状であつて成暦面を認めにく

いが，部分的にはさまれた頁岩により地層の方向を知ることができる。’

　甫の方はいすれも北山衝山の延長をもつて結晶片岩類に境し，他方は断暦あるいは流紋

岩類にとりがこまれている。

　領家帯熱攣成岩類　末武川の断層により三郡変成岩帯と境している，三郡変成岩類に比

1）西南日本外野の三唾旧結箔片岩巾の緑並片岩はノ郡分）：凝天岩｝田原のものと考之られているよ

うであるが，内帯のこの旭誠の緑邑片岩は大分趣狂虚つてほとんどう：黄メ、岩源のものと思われる。
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し光沢及び剥離1生に乏しく，泥質岩源のものは，頁岩のhorRfe1s状の感じを受けるが，

明らかにbiotite。sericiteで特徴づけられる片理構造を有する。（小島丈児・岡村義彦

1952）

　粘板岩源のものとチヤ，・一ト源のものとの互層で，礎向はほ鷲東酋で，傾斜は垂直に近く，

南北性の断層により地履にズレを生じている。

　花嵩岩類本地域の花嵐岩類はいすれも白璽紀中国花商岩（広島型）（村上尤英，1952）

に属するものであつて，地域的には岩相に差異が認められるが，鋸・瓜類や捕獲岩などを含

む乙とがわりに少く，地域ごとについてみれば比較的均質である。

　酉方，堀付近のものはバラ色正長石を有する粗粒の黒雲母花嵐岩で，多少細粒の部分も

ある。島地の暑体は角閃石を有する。徳山付近は粗粒の黒雲母花嵩岩であり，島填部にお

いては美麗な建築石材を稼行して有名である。

　長穂より須々万にかけ露出するものは，中粒の黒雲母花嵐岩で，：部分により角閃黒雲母

花嵩岩である。

　花嵐岩類が結晶片培類に接する部分では，花嵩岩は多少細粒化する傾向がみられまた結

晶片岩はもとの縞状構造を残して堅硬な黒雲緑ホルンフエルスとなつている。h・r喚1・

帯は200～400m程度であるQまた花嵐器類の露出のみられないところでも，結晶片砦が局

部的にhomfe1Sになつているところがある・やはりこの花嵩砦体の影響と考えられる。

　石英閃緑岩四熊嶽安山岩の墓盤をなしていて，中粒でところにより粗粒である。結晶

片居の捕獲耕を含むことがある。岩体の北部では細粒の黒雲母花嵐岩となつているが，漸

移異相である。時代は未詳であるが，この岩体は白璽1巴花嵩岩に比し，周囲の結晶片暑に

対して熱変成を与えることが著しく，接腿部近くでは，花嵩岩化作用を行つているQ

　安山岩　いずれも青野山（自山）火山系列に属し，角閃黒雲母安山岩よりなる鐘状火出で

あつて，ほとんご開析を受けていない。

　流紋岩北方地域において結晶片岩・古生層を貫いて噴出し，中国庁梁部に広く分窟す

る酸性孚深戒岩乃至噴出岩類の一部をなすものである。岩質が著しく不均質で，周辺にお

いては，黒色片岩・線色片岩・砂岩・頁岩。チヤe…－bト等の大小の角礫を有する貫入角礫岩

帯となつていて，その巾はlkmにも及ぶ。ところにより流理構造を呈し，部分的には石英

瑳岩質のところもある。

　蛇紋岩大崩・f1i　FS　・t’fi’；1一岸。麻生南方に露出がみられる。大崩付近のものは不規則な形状

をした貫入岩体をなしていて，野外においては結晶片暑に貫入した状態がよく観察される。

一部は滑石になつていて稼行されている。時代ははつきりしない。

　岩脈類石英斑岩・閃線班岩乃至玲居の瑞脈が多数みられる。石英斑岩は，「馳付近で



36 岡 村 彦

数ケ所200m内外の塊状の露出がみられ，また各所に巾数rn程度の朕が走つている，少く

ともこれらの端臓の一一一一一部は花闘岩より導かれたものである。

閃維跨岩。扮岩は巾10数m位の朕状または塊状のものが各所に露出し，とくに東部に多い

1it構造と層序

　この地域は後代の搬乱や断層のために地層に連続性がなく，いくつかに地塊化している。

傾向がある。そしてこのように地質構造を複雑にする多くの断層は，破辞帯。地層のズレ

・走向傾斜の変化等よ参朋らかに認められる。まナニ濃向方向のズレ程度の小断暦は数多く

認められる。これらのうち，鍵域の欝造に意味をもつものをあげる。F

　1．北山衝上北方の不変破古生層と結晶片蛸類との境はいすれも断層であb，岩履の

不連続により推定出来るが著しい破醇帯は認められない○これはすでに小島丈児（ユ950）が

須万・河山において指摘したものの延長であつて，本地域では鹿野町付近lir　lk　s東西に走

つている0

2，末武川梼造線　すでに発表したごとく（岡村妻彦・小島’丈児，1951）・三郡変成帯と領

家変祓帯を境するものであつて，本地域では末武規に沿つナこ，花嵩岩貫入後のNNE・－SSW・

約6◎°W傾餅の新期の断層が爾変成岩帯も分けているが，下谷南方，末武川の河床におい

て，白璽紀花嵩暑の影響でhorRfels化した古い断層の破辞帯を認めることができるQ

　3．一ノ井手よb須々万に至る問の栄谷の挾谷に沿つすこ新道の各所に断層破砕帯が見ら

れ，またこれにより砂碧片岩の連続が7こたれる。みかけ上低角度で閥に傾斜し，おそらく

花嵐岩貫入前の衝上性の断層であると考えられる。

　4．N－一一S，　NNE－SSW系の断層は最もひんぱんにみられるもので，末武川の新期の

断層もこれに属し，その存在は地形上にも影響を及ぼし，多くは断履谷をつくっ℃いる。

　5∫長穂。大崩に至る方向にE－一一W系の断暦がいくbか認められ，構造上に比較的大き

い意味をもつものと思われる。

　以上の諸断層と．結晶片岩類の走向・傾斜を概略のフルラインによつて示せばつぎのごと

くなるo
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　これによつてみると鹿野一福JIIl：至る甫北性の断層は簿造的にみて，一つの向斜軸のご

とき意味をもち，これより東方においては前記の長稔・大崩の東西の構造線を境として，

南の方は南北性の逃向で西傾斜，北部では東西方向の遷向で南傾斜となつていて，南部と

は傾向を異にしている。長穂付近の舌状の花嵩岩も蛇紋岩もこの構造と関連があるものと

思われる。

　西部において北の方はほ繍東西の走向であるが，だんだん東北一西南方向に大きく轡曲

七ながら東に傾斜したみかけ上単斜構造を呈している。

　上述のごとく地層の擾乱，断層等による地質構造の複雑化のため，地域全般の層序をた

てることは困難である。

　すでに変成岩類は秩父古生暦よりの変成層であることが明らかにされ（小島丈児1947）

この変成暦を一一括して都濃層群（／1・島丈児・岡村義彦・吉野言生・他1951）としている。い

ま砂岩片署を基準として全体の構造を考えて，つぎのごとく層序をきめた。図は暦序の概

略を示すものである。

　　　　　　　　　　　　　　第1図　徳滋蜷域の地質矯造図
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　V　岩　　石

　結晶片岩類について野外で観察される特徴及び顕微鏡下の性質につき簡単にのべるQ

　A黒色片岩　（black－schist）

　従来黒色千枚岩・あるいは石墨片岩といわれていたもので．脂状光沢を有し，石墨黒色，

黒灰隷色，ときに黒禍色を呈する◎劒離懲ことみ，レンズ状に流れる石英の分結脹（segr－

egatiOn　vein）を多数爽在する。部分によりちりめん状のmicro－corrugationが著し

い。肉眼的には黒色が強く，砦質物その他の不透明物質が多い感じがするが．顕微鏡下で

みるとわりに量が少い。線色片岩に接する部分ではしばしば線泥石化作用る受けて維色岩

化されているo



徳山地方の三郡本山醐ヒ岩簸め旭召及ひ岩石について 39

　代表的なものについて顕微鏡下で観察されるところの概略をのべる。

　（a）　graphit（ミーquartz－（calcite）一（albite）－chlorite－sericite－schist．

　変成度の低いもので，石英の基地の中にフイルム状，或は葉片状のchlorite・seri－

citeが片理面に沿つて配列し，石墨質の微細粒その他の不透明物質が，汚濁状に片理面

に沿つて存在する。紐かいquartzの集合休のなかに．しばしばそれより粒度の大きい

quartzの集合よりなるレンズ状の分結脹がみられる。

　不滑な片理面を示すものもあるがmicrocorrugationやfalse　cleavageを示すのが

ふつうである。

　一般にcalciteを有しないが、標本によりseam状にcalciteを含むものがある。

albiteもしばしば存在しquartzとaggregateをなす。

　b．　graphiteイcalcite）一（albite）－quartz－garnet－biotite－chlorite－

sericite－schist

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
　前者より変成度がJ：L較的高く，　biotite　zoneに相当するもので，　biotiteの生成の

初期のものは栄谷付近によくおられ，biotiteの多いものはJll曲付近に分布する。肉眼的

にはやや褐色を呈し，biotiteのflakeも認められる。

　（a）のものと紅維に変りはないがchlorite十sericitc→biotiteに変化し，　chlorite，

ser’citeの葺が減じて，　biotiteが多くなつている。　biotiteは褐維色，乃至褐色

（γ≒1，630）でflakeをなし，熱変成によるhornfels中にみられる赤褐色のものとは

おもむきがことなる。また熱変蔵を受けた冥色片砦中のbiotiteは，　hornfeIs特有の

decussate　textureを呈するが，問題の岩石中のものは片理面にそつて方向配列をなし

ているo

　biotite形成の初期の段階を代表する岩石中にもgarnetを含むものがあるが，まれ

であり・量も少量である。biotite　zoneになるとしばしば菱形十二面体のgarnetを俘な

うo粒度は瓦較的細粒である。

　B・砂岩片岩（Sandy　schist）

　変厳慶の低い端石は多少綜色をおびた灰色で，biotite　zoneに現出するものでは茶褐

色をおびた灰色である。いすれも規則正しい片理を呈し，黒色片岩に比して変成後の破壌

変形を受けることが少く，黒色片砦が著しく掩乱されている部分でも，これに接する砂岩

片岩はほとんど変形を受けていない。まナこ剥離性もみられない。

1）括孤でくくつた鉱物は，薄片によの存花したの，また存在しなかつたの寸る。

2）三郡変成帯の形成は広区域変成作用によるものと考えられる。bi　otiteの生成は，A．Hafkerらの

　主張する累進変成作用の考えを適用寸ることが，本地域の場合よいと考えて記述した。
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　顕微鏡下では，変成度の低いものは，　sericite・chlorite・plagioclase・quartzを

主要鉱物とし・肇成度が此較的高くなると・さらにbiotiteを含む。ほかに副成分鉱物

としては，しばしばepidote・titanite・calciteなどを有する。

　変成度の低いものにあつては，plagioclase・はaibiteであるが，変成度が高くなると

屈折率がやや高くなう，oligoclaseくちいになる。

　成分鉱物は明僚に方向配列をなし，なかに0．1～0．5mm程度のplagiocIaseのpor－

phyrobla3tがみられ，多くはsaussurite化している。　quartzはPlagioclaseよりも

破砕されやすく，多くは細粒化しレンズ状にひきのばされている。

　C．，石英片岩（quartz－schist）

　肉眼的には暦理が明僚で、岩層は著しく摺曲している、sericite－chlorite－quartg－

schistで代表され，や5伸長されたquartzの集合のうちに少量のflake状のsericite・

chloriteが片状に配列する。線色岩化されたものはsericite・ch1oriteの量がまし・

て，束状或は，mat状になつて，波状あるいはfa［se　cleauageをなして配列している。

　D．緑色片岩

　普通は緑色で，脂状光沢を有し，剥離性があり，一般に片理もよく発達している。・一見

塊状にみえても成分鉱物は明らかに方向配列をなす。変成度が比絞的高いものば濃識色で

compactである。

　albite・chlorite・epidote・actinoliteの変成鉱物を主要鉱物とし，その他副成分鉱

物としては，CalCite・zOisite・SeriCite・irOn　Ore・titaniteなどを俘なう。

　ch　loriteはflakeをなし比佼灼量が少い。　actinoliteではtremliteに近いものも

ある。epidoteは粗位あるいは細泣のものが塊状に集含していることが多い。　albiteは

片理の方向に伸長し，他の鉱物の間隙をうめている。変成度が高くなると，やspoorにな

る。

　中山附近のものはや5粗粒であり，大崩・川曲附近のものは細位，濃鉄色な部分もある。

　大崩の南方のものには，common　hornblende・epidote・albiteを主成分とし・少量

のdiopside・titaniteを含んでいるものがある。

　本地域の線色片岩はすべて新生の変成鉱物よりなり，変成前のrelic　mineralや

relic　texture　が全然みられないので原岩をはつきりさせることはできないが，その分

布の形状・鉱物組成からみて塩基性貫入岩に由来するものが大部分であると考えられる・

V　結　　語

以上この地域の結晶片岩類についての概略をのべた。この地域の東北方の変成岩地域も
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すでに小島丈児そのほかにより大部分が調査され，詳細が明らか1こされつつあるので，全

体の戸序，構造がはつきりするのも近いaとと思う。　　　　　　　　　　1

　結晶片岩はbiotiteの生成により特徴づけられるものは，これまで報告がなく，やは

り広区域変成作用による比較的変成慶の高いものとみるべきである（小島丈児1949）。しか

し変成度による帯と地質構造には，はつきりした関連はみいだせないが，この点はなお検

討を要する。

本交においてはdef・rmed　r－・ckのpetr・fabri・　analy・i・1二ついではふμなかつ7こ

が調査ににあたつてCの点一応検灘けるもな1・一＋分でないので冷後の研究を要する。
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　　　Geology　of　the　Sangun　metamorphic　groups　in　the　Tokuyama　・、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　districts　Yamagudhi　Prefecture．　　　　　　一、

　　　　　　　　　　　・　　…　　　　　　　　　　by　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yo奪hihiko　6KAMURA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract　　　　　　　　　　　　　　’

Th・b・y・伽ihe一き・hi・t…f・thiS・・ea　b・16・9　t6　th・Sa。guh　m。tani6・phi・

gF6ゆ…whi・h…et五・㎡・亡・mb・phi・eq・i・fa・le・t・f　th・℃hi・h墨bゆala・…i・

groups・　’

Th・y・・n・i・t・f　black・schi・t・，・a・dy　schi，t，，　qua。tz－schi。t。　and　g，een－

schists
　　　　　　●

　　on　the　basing　of　the　original　rock　species　of　crystalline　schists，　the

geological　map　has　heen　drawn．

　　AccordiDg　to・the　strat∫graphical　and　lithological　characters，　the　Sangu

metamorphic　groups　in　the　region　are　divided　as　follows：

upper　Tsuno

　　group

The　component　members　are　mainly　green－
　　　　　　　　　　　　

schi・t・and　black－schi・t・・．　iPt．・・b・dded　with

several　thin　b6ds　of　sandy　schist‘ and　quartz－

schist

TsunO　group

10wer　Tsuno　The　component・members　are　black－schistS

　　　group　　　　　and　2－3　thick　beds　of　sandy　schists．

　The　crystalline　schists　of　this　area　belong　mostJy　to　the　chlorite　zone，　and

locally　to　the　biotite　zone　characterizing　the　more　advanced　stage　of　meta－

morphism．
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